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11月号

06  市からのお知らせ
14  まちのできごとほっとトピックス
16  つるおか情報掲示板
24  きらりと輝く人／声‐voice‐
25  各種相談窓口

02  〈特集〉

高専の力を
地域産業の
元気につなげる

【親子で里山遊びin秋のブナ山】
落ち葉の積もった大網地区のブナ林の斜面を滑り降り
る子供たち。採ったナメコのみそ汁とたき火で作った
焼き芋を食べ、秋の恵みをたんのうしました。
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地
域
産
業
の
活
性
化
の
た
め
に

　

市
内
企
業
や
事
業
所
、
個
人
事
業
主
に

よ
る
取
引
や
売
買
と
い
っ
た
経
済
活
動
が

活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
働
く
人
の
所

得
向
上
や
地
域
の
雇
用
創
出
の
可
能
性
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
特
に
人

口
減
少
が
進
む
本
市
に
お
い
て
、
若
い
人

の
働
く
場
所
が
あ
る
こ
と
は
、
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
掛
け
る
と
と
も
に
、
少
子
化

の
問
題
と
も
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、

地
域
産
業
の
活
性
化
は
本
市
の
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
に
高
等
教
育
機
関
が
立

地
す
る
強
み
を
生
か
し
、
地
域
産
業
を
支

え
る
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
研
究

成
果
等
が
農
林
水
産
業
や
商
工
業
な
ど
に

活
用
で
き
る
よ
う
、
市
で
は
高
等
教
育
機

関
と
地
域
企
業
等
と
の
地
域
連
携
（
産
学

連
携
）
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
紹
介
す
る
鶴
岡
工
業
高

等
専
門
学
校
（
以
下
、
鶴
岡
高
専
）
は
、

地
域
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
む
高
等
教

育
機
関
の
一
つ
で
す
。

地
域
に
貢
献
す
る
高
専

　

鶴
岡
高
専
は
昭
和
三
十
八
年
の
開
校
以

降
、
高
度
経
済
成
長
を
支
え
る
技
術
者
を
、

そ
し
て
、
技
術
革
新
が
著
し
い
現
在
で
は
、

豊
か
な
ア
イ
デ
ア
で
新
し
い
分
野
に
挑
戦

す
る
科
学
技
術
者
・
研
究
者
を
輩
出
し
て

き
ま
し
た
。
五
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
実

■問合せ　本所商工課☎25‐2111内線565

－特集－

地域連携に取り組む鶴岡工業高等専門学校

高専の力を地域産業の
元気につなげる
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　鶴岡高専が蓄積した技術開発や研究成果を基に、地域企業との技術・研究交流を推進し、地域社会
の発展への貢献と教育研究の充実を目的とするセンターです。鶴岡高専内に設置し、企業等からの技
術相談を受けるなど、地域社会 ･企業等と鶴岡高専とのパイプ役を担っています。鶴岡高専の研究教
育機能を支援する、県内外の企業で構成される鶴岡高専技術振興会とも連携しています。

鶴岡高専 地域連携センター
地域と高専を結ぶ拠点

共同研究
研究協力
技術支援
啓発活動

―　社会的要請への対応　―
地域連携部門

キャリア教育
CO‐OP教育
地域企業訪問研修
合同企業説明会

―　優秀な人材を輩出　―
人材育成部門

※K‐ARCの詳細は５ページ。

「K‐ARC」との連携

―　研究力の向上　―
K‐ARC部門

（平成26年に地域共同テクノセンターを改組）

践
力
に
富
む
人
材
を
育
て
て
き
た
同
校
の

教
育
研
究
活
動
は
、
全
国
的
に
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
高
専
と
地
域
社
会
・
企
業
と
の
架

け
橋
役
が
「
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

同
校
が
培
っ
て
き
た
可
能
性
の
種
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
同
校
の
技
術

者
・
研
究
者
が
企
業
が
抱
え
る
課
題
等
の

解
決
を
支
援
す
る
た
め
、
技
術
相
談
・
共

同
研
究
、
講
座
、
Ｃ
Ｏ
‐
Ｏ
Ｐ
教
育
等
を

通
し
、
地
域
連
携
の
土
台
と
な
る
相
互
理

解
を
深
め
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
に
全
国
高
専

の
研
究
開
発
拠
点
化
を
目
指
し
「
K
‐

A
R
C
」
を
市
内
に
整
備
し
ま
し
た
。

高
専
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
「
も
の

づ
く
り
」
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
「
機
能
高
分
子
材

料
」
等
の
分
野
で
、
今
後
、
国
内
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
教
育
研
究
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
組
織
を
核
に
鶴
岡
高
専
は

「
地
域
に
貢
献
す
る
高
専
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

地
域
連
携
で
地
域
産
業
を
元
気
に

　

平
成
十
六
年
の
独
立
行
政
法
人
化
に
伴

い
地
域
密
着
型
の
高
専
と
し
て
船
出
し
た

鶴
岡
高
専
。
鶴
岡
高
専
の
地
域
連
携
の
取

り
組
み
は
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
け
ん

引
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
も
引
き
続
き
、
高
等
教
育
機
関
と

企
業
等
の
連
携
が
図
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鶴
岡
高
専
は
教
育
機
関
で
あ
り

研
究
機
関
で
す
。
優
秀
な
人
材
を

地
域
に
輩
出
す
る
と
と
も
に
、
研

究
の
成
果
を
地
域
社
会
の
問
題
解

決
の
た
め
に
応
用
・
展
開
す
る
こ

と
が
、
私
た
ち
の
果
た
す
べ
き
役

割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、

農
林
水
産
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
介

護
等
の
様
々
な
分
野
で
、
企
業
や

他
の
研
究
機
関
等
と
共
同
で
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
研
究
を
社
会
問

題
に
役
立
て
る
と
い
う
視
点
は
、
学
生
が
研
究
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
地
域
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
、
鶴

岡
高
専
自
ら
で
問
題
を
探
し
、
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

後
期
中
等
教
育
を
担
う
高
専
で
は
、
十
五
歳
か
ら
工
学
の
基
礎
を
学
び
、

実
践
的
技
術
者
と
し
て
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
期
に
専
門

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
大
き
な
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

一
年
生
か
ら
五
年
生
ま
で
の
連
続
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
得
ら
れ
た
知
識

と
技
術
を
基
に
、
さ
ら
に
高
度
な
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
に
行
っ
た
学
科
再
編
は
、
そ
れ
ま
で
分
か
れ
て
い
た

各
学
科
を
統
合
し
、
融
合
・
複
合
す
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を

目
的
と
す
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
実
践
的
企
業
実
習
で
あ
る
C
O
‐

O
P
（
コ
ー
オ
プ
）
教
育
と
い
う
先
進
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
取
り
入

れ
、
社
会
に
適
応
で
き
る
・
社
会
が
求
め
る
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

国
立
の
高
専
は
全
国
に
五
十
一
校
あ
り
ま
す
が
、
鶴
岡
高
専
は
研
究
・

産
学
連
携
を
推
進
す
る
他
の
高
専
の
モ
デ
ル
と
な
る
た
め
、
国
立
高
等

専
門
学
校
機
構
か
ら
研
究
推
進
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
全
国
高
専
の
研
究
拠
点
を
構
築
す
る
た
め
「
K
‐

A
R
C
（
ケ
ー
ア
ー
ク
）
」
を
鶴
岡
に
設
置
し
、
高
専
全
体
の
研
究
力

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
高
専
は
こ
れ
か
ら
も
教
育
・
研
究
の
充
実
を
図
り
、
地
域
に
貢
献

す
る
高
専
と
し
て
教
職
員
と
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ご
理
解
と
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

鶴岡工業高等専門学校
校長　髙橋幸司 氏

※CO‐OP教育の詳細は４ページ。
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教育

■■  学科再編
　平成27年に再編成され創設された「創造工学科」は、これまでは受験時点で分かれていた「機械工学科」「電気
電子工学科」「制御情報工学科」「物質工学科」を統合した学科です。複数分野の知識を融合・複合的に学ぶことが
できます。学生が第１志望のコースに進めるよう、進路についての面談やガイダンスをきめ細やかに行っています。

■■  実践的企業実習（CO‐OP教育）
　CO‐OP教育とは、教育機関が企業と連携して進
める新たな人材育成の取り組みです。学校での講義と
企業での就業を繰り返すことで、学生の実践的な技術
や開発力、コミュニケーション能力などの総合的な就
業能力の向上を図ります。一般的なインターンシッ

プと異なり、CO‐OP教育では雇用契約に応じ、中
長期にわたって企業活動の一部を実体験するという
特徴があります。鶴岡高専では平成24年度春に開始
し、これまで22社・延べ95人が参加しました。参加
後、受入れ企業へ就職する事例もあります。

地域に貢献できる人材を育成するための取り組みを紹介し
ます。

参加者の声

　就職活動を期にもっと地元企
業のことを知りたいと思い、以
前から興味のあったモーター関

係の企業に就業しました。私は機械分野を専門に
学んでいますが、実際に働いてみて電気分野等の
様々な知識も大切だと気付くことができました。
今後は複数の分野への理解を深めていこうと思い
ます。就業中は、製品の性能等を測定する実験に
関わりました。責任を持って仕事をし、その成果
として給与を得る。そのことを学生のときに経験
できるのは、今後社会に出る上で貴重なことだと
感じました。（平成30年４月  同社に入社予定）

５年 庄司  祐樹  さん
オリエンタルモーター㈱に就業

機械工学科

　私は電気・機械分野が好きな
ので、その両方に取り組める企
業に就業しました。事前学習で

予備知識を得ていきましたが、それでも分からな
いこと、知らないことが多くありました。夏休み
期間中の２週間、社員の方に教えてもらいながら
働いたことはとても勉強になりました。短い期間
でしたが、企業の雰囲気を感じることができた点
も良かったです。就職活動はまだ先ですが、これ
から色々な経験を積みながら、学んでいこうと思
います。今回の就業を踏まえ、次の機会にも参加
するつもりです。

３年 五十嵐  直貴  さん
山形エスシーエス㈱に就業

創造工学科電気・電子コース

専攻科

４・５年

ITソフトウェア エレクトロニクス デザイン工学 環境バイオ

２・３年 情報コース 電気・電子コース 機械コース 化学・生物コース

１年 創造工学科（160人）

　　　　　中学３年生は全員「創造工学科」を受験

３年時の成績で４年生からの応用分野決定

１年時の成績で２年生からの基礎コース決定

材料工学

資源エネルギー

メカトロニクス

エリート養成
アドバンスト

スチューデント制度

長期学外教育
英語授業

専攻科学力試験免除

各基礎コースから
４人選抜
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研究

　パソコンなどの電子機器のノイズ対策に必要不可
欠なノイズフィルター。電子機器の小型化・省電力
化に伴いより小型で高性能なものが求められてい

ますが、品質安定性の低い手
作業での製造が続いていまし
た。そこで始まったのが「最
新鋭小型高性能コモンモード
ラインフィルターの開発」で

す。開発の共同体を構成するのは㈱ウエノ、グッド
ファーマー技研㈱、庄内地域産業振興センター、鶴
岡高専の市内４者。小型で高性能な製品の開発と製
造プロセスの自動化技術開発を行います。鶴岡高専
は製品開発での要素分析・特性解析を行っています。
これまでにない小型で高性能な製品の提供と、製造
工程の自動化による高品質化・生産性の向上が見込
まれます。

小型高性能ラインフィルターの開発

■■  実用化を目指す研究で企業等の課題を解決

企業等と連携した成果や、研究の推進を支える組織を紹介
します。

■■  K‐ARC（高専応用科学研究センター）　Kosen - Applied science Research Center

共同研究

教育・研究機関 企業

全国高専

K‐ARC

◆　教員・研究者オープンラボ
◆　学生のインターンシップ
◆　研究者育成プログラム

全国の研究者が集まる

K‐ARCとは？
　企業との教育研究活動、高専の研究力向上を
目的とする研究拠点。全国51校の高専を組織
する国立高等専門学校機構が平成27年度に設
置。鶴岡市先端研究産業支援センター内に開設
され、鶴岡高専はその事務局を務める。

　先進的な研究を展開する高等教育機関や、独
自のものづくり技術をもつ企業が、K‐ARCを
拠点に交流や連携を進め、共同研究の成果が地
域産業の振興に寄与するよう、市では補助事業
等を通して支援しています。地域産業の活性化・地域課題の解決

　これまで処分されていたブドウの木
のせん定枝を有効活用しようとぶどう
園さくまが鶴岡高専に相談。学生が中
心となり薫製チップを開発しました。
ブドウ以外の薫製チップを使用したも
のと比較したところ、特有の風味がす
る薫製が出来上がることが判明。「つ
るおかFTV（Fruits Tree Voice）ブ
ランド」と名付け、様々な団体と連携
しチップを使った薫製ハム等の商品開
発が進められています。

ブドウせん定枝使用　薫製チップ
つるおかFTVの連携

㈱渡会電気土木㈱渡会電気土木

せん定枝の粗砕

つやつ 姫マイスターつやつ 姫マイスター

チップ固形用米の提供

鶴岡高専鶴岡高専

ぶどう園さくまぶどう園さくま

研究・チップ製作

枝提供・取りまとめチップ開発

㈱東北ハム㈱東北ハム

㈱㈱五十嵐ファーム㈱㈱五十嵐ファーム

加工

原料生産

商品開発・提供
㈱長南牛肉店㈱長南牛肉店

ググランドエル・サン、Pomme deTerre、西洋割烹 花月グランドエル・サン、Pomme deTerre、西洋割烹 花月

販売

料理開発
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

鶴岡市長選挙

、まちづくりスタジオ・鶴岡Dada10月26日オープン
まちづくり

■問鶴岡銀座商店街振興組合☎22‐2202または本所都市計画課☎内線463へ

３F

２F

１F

　銀座通りにある旧コミュニティプラザセントル
が「まちづくりスタジオ・鶴岡Dada（ダダ）」と
してリニューアルオープンしました。高校生を中
心とする若い世代によるアートや音楽など自由な
活動の場の提供、早稲田大学と連携したまちづく

りセンターの設置など、中心市街地ににぎわいを
創出する拠点となる施設です。貸しスペースや、
仕切りのない環境で仕事や打合せなどができるコ
ワーキング（共有オフィス）、学生の勉強スペース、
カフェもあります。ぜひ、ご活用ください。

貸しスペース
■時午前10時～午後９時
■費２F：１時間1,500円
　３F：１時間1,000円

コワーキング（共有オフィス）
■時午前10時～午後９時
■費１時間1,000円

勉強スペース
■時午前10時～午後９時
■対大学生まで

まちづくりセンター
■時午前10時～午後９時
■内鶴岡のまちづくり映像・模型
　展示、ワークショップ会場等

カフェ
■時午前11時～午後９時

鶴岡市長に皆川治氏が初当選

玄関
Bookスペース

を重点施策として掲げてきました。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

市長報酬を３割カット（新文化会
館論争に終止符）
発祥の地・学校給食費を段階的に
ゼロ
各旧町村に人口規模に応じ10億
円規模の未来基金を創設
農林漁業など岩盤産業への支援強
化・循環型経済の確立
高齢者も障がい者も安心・いのち
と暮らしを守る

　鶴岡市長選挙は10月15日に投票が
行われ、即日開票の結果、皆川治氏が
初当選しました。
　皆川氏は、昭和49年に本市で生ま
れ、平成 9年に宇都宮大学農学部を
卒業後、農林水産省に入省。食料産業
局企画課課長補佐などを歴任し26年
に同省を退職。その後、東北公益文科
大学特任講師等を務めました。
　10月23日に第３代鶴岡市長として
の任期がスタートしました。
　皆川氏は選挙公約において次の５点皆 川 治 氏（43歳）
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加入・脱退の手続きは忘れずにしましょう 

知っておきたい国民年金のこと
国民年金

■問鶴岡年金事務所☎23‐5040、本所国保年金課☎内線113または各地域庁舎市民福祉課へ

◆こんなときは届出が必要です　　　　　　　　　　　　 市役所での届出の際は、年金手帳をお持ちください
被保険者区分 変更理由 届出先

第１号被保険者…自営業者、農
業・漁業従事者、学生、無職の方等

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第２号被保険者…会社員、公務
員等（厚生年金加入者）

退職したとき 市役所
退職して配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第３号被保険者…第２号被保険
者の扶養となっている配偶者

▷配偶者が退職したとき　▷配偶者の扶養からはずれた
とき　▷離婚したとき　▷配偶者が65歳になったとき 市役所

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

◆老齢基礎年金
　保険料を納めた期間等の受給資
格期間が10年（120月）以上ある
方が、原則として65歳から受け
取る年金
◆障害基礎年金
　病気やけがで体に障害が残った
場合、一定の支給要件を満たして
いる方が受け取る年金

◆遺族基礎年金
　国民年金の被保険者が亡くなっ
たとき、その方によって生計を維
持されていた「子のある配偶者」ま
たは「子」で、一定の支給要件を満
たしている方が受け取る年金
◆その他の国民年金独自給付
　寡婦年金、死亡一時金、短期在
留外国人の脱退一時金があります

国民年金にはこんな給付があります

◆国民年金とは
　加入者の老後の生活や、障害を負ったときなど、
もしものときに備え、生活の安定が損なわれるこ
とのないように、生活の維持・向上のため、国の
負担と納めた保険料によって、国民全体でお互い
を支え合う国の年金制度です
◆加入対象者
　日本国内に住所のある20歳
以上60歳未満の全ての方
◆加入種別（下表参照）
　第１号～３号被保険者に区分
◆20歳になったら加入手続きを
　20歳になる方で第２号被保険者以外の方に、日
本年金機構から加入手続き案内が送付されます
◆保険料
　月額１万6,490円
◆保険料の納付方法
　第１号被保険者には、日本年金機構から納付書
が送付されます（金融機関やコンビニエンススト

アで納付できます。市役所、年金事務所では納付
できません）
◆納め忘れがなく便利な納付方法
◇口座振替
◇クレジットカード
◆前納制度（１・２年単位）
◇現金で１年分…3,510円割引
◇口座振替で
　▷１年分…4,150円割引
　▷２年分…１万5,640円割引
　▷当月保険料を当月末に引き落とし（早割制度）
　　…月額50円（年額600円）割引
※前納制度には申込み期限があります。事前にお
　問い合わせください。
◆後納制度
　過去５年間に納め忘れた保険料がある場合、遡
って納付できます
◆保険料の納付が困難な方は
　納付が免除または猶予される制度もあります

◆平日相談　月曜～金曜日午
　前８時30分～午後５時15
　分（月曜日は午後７時まで）
※予約ができます。
◆休日相談　毎月第２土曜日
　午前９時30分～午後４時
※完全予約制です。
◆持ち物　年金手帳、身分証
　明書、本人以外の場合は委
　任状と代理人の身分証明書

鶴岡年金事務所年金相談



8　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

　　　  　　  　　　　　　   11月10日○金～16日○木は「税を考える週間」です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         ■問本所課税課☎内線259または本所納税課☎内線219へ

税

地方税の電子申告、電子申請・届出には、eLTAX（エルタックス）が便利です。 詳しくは
eLTAXホームページをご覧ください。
▷個人市民税…各支払報告書、特別徴収に係る関係書類　▷固定資産税…償却資産申告
▷法人市民税…各種申告書、異動届出書等

事業主・
法人の方へ

～ 大切な 家族や暮らし 守る税 ～
平成29年度納税標語最優秀作品

◆納付方法

①口座振替
　預貯金口座から、納期ごと自動的に振替納付する方
法です。希望する方は納付書と通帳、通帳印をお持ち
の上、金融機関窓口でお申し込みください。忙しくて
納付に行く時間がない方や納め忘れが心配な方には、
口座振替をお勧めします。

②コンビニエンスストアでの納付
　提携している全国のコンビニエンスストア（納付書
裏面に記載）で納付する方法です。市役所の閉庁日や
金融機関等の営業時間外でも納付できます。
　納付できる税目は、
市・県民税（普通徴
収分）、固定資産税、
軽自動車税、国民健
康保険税です。

③窓口での納付
　金融機関（東北地方のゆうちょ銀行〈郵便局〉を含
む）や本所納税課、各地域庁舎市民福祉課の窓口で納
付する方法です。納付の際は納付書を忘れずにお持ち
ください。

④ゆうちょ銀行（郵便局）からの払込み
　郵便局専用の払込用紙に住所・氏名・収納番号（通
知書番号）・税目・納期・金額を記入の上、郵便局か
ら払い込みください（全国の郵便局で払込み可）。払
込用紙は本所納税課にあります。

⑤年金からの差引き（年金特徴）
　個人市民税と国民健康保険税については、その年の
４月１日に65歳以上で年金受給額が年額18万円以上
の方は、条件によって年金から差し引かれる場合があ
ります。

◆分割納付
　　　　　　　　■問納税課納税係
　失業や病気等で収入が減り生活
に困っている方、災害に遭った方
等が、状況に応じて税金を分割し
て納付できる制度があります。制

度の適用には
要件がありま
すので、ご相
談ください。

◆延滞金と滞納処分
　
　納付期限までに納められなかった
場合、税金に延滞金が加算されます。
　延滞金は、納付期限の翌日から
１か月を経過する日までが年2.7％
（ただし平成25年12月31日以前は
特例措置あり）、それ以後が年9.0％
の割合で、納付日までの日数に応じ
て計算されます。延滞金の割合は、

■問納税課納税係
25年３月の税制改正によって、26
年１月１日以降の期間についての割
合が引き下げられています。
　また、督促状を発した日から10
日を経過しても完納されない場合、
不動産や動産（家財等）、預貯金等
の財産の差押えや公売を行うことが
あります。

■問①～④納税課収納管理係、⑤課税課市民税係・諸税係
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暮らしを支える税　　　　　　　　　　　　　　　　　　
税金には国税･県税･市税があります。ここでは、市の重要な財源である主な市税とその納付方法等について紹介します。　　　　

◆都市計画税
　　■問課税課土地・家屋評価係

　都市計画法で指定された市街化区域と、市税条例で
定められた区域の土地と家屋に課税され、固定資産税
と一緒に徴収されます。街路や公園の整備等の都市計
画事業や土地区画整理事業に使われています。

◆国民健康保険税
　■問課税課諸税係

　国民健康保険事業に使われる税金です。医療費の給
付等に充てられる医療保険分、後期高齢者医療制度を
支える後期高齢者支援金等分、介護サービスに充てら
れる介護保険分で構成されています。

◆固定資産税 １月１日現在の土地、家屋、償却資産（事業に使う機械、器具、備品等）の所有者に課税されます

◇土地と家屋　　　　　　■問課税課土地・家屋評価係
　土地と家屋については、基準年度（３年ごと）に評
価替えを行う制度が採られています（次回は平成30
年度に実施）。基準年度の評価額は原則として３年間
据え置かれますが、地価の下落が認められる場合は、
基準年度以外の年度でも評価額を見直します。また、
基準年度後に家屋の新築や増築、土地の用途変更等が
あった場合は、新たに評価を行って評価額を決定しま
す。なお、土地については、前年に比べ税額が急激に
増えないよう負担調整を行っています。そのため、評
価額より現在の課税標準額が著しく低い場合は、地価
が下がっても税額が増える場合があります。

◇償却資産　　　　　　　　　■問課税課資産税管理係
　固定資産税の償却資産は、土地及び家屋以外の事業
用資産のうち、所得税及び法人税を計算するための会
計方法で減価償却の対象とされる資
産です。ただし、自動車税や軽自動
車税の課税対象となるものや、自己
所有家屋の改装等に伴う建築設備等
の更新等は対象外です。
　評価額は、資産の取得価額を基にその資産の経過年
数に応じた減価計算を毎年行い決定します。償却資産
の所有者は、所得税等の申告とは別に、毎年１月１日
の状況を市に申告することとなっています。

　市税は、安全・安心な生活の維持、健康・福祉の充実、
道路等の社会基盤の整備、教育・産業の振興等、皆さん
の「健康で豊かな生活」を実現するための、身近な行政
サービス・施策の重要な財源になっています。
　市税には、右の図のように税目ごとに使い道が特定さ
れている目的税と、特定されていない普通税があります。

◆市税のあらまし 市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税

市税
入湯税
都市計画税
国民健康保険税

普通税

目的税

◆市民税 個人に課税される個人市民税と、会社等の法人に課税される法人市民税があります

◇個人市民税　　　　　　　　■問課税課市民税第一係　　　　
　１月１日現在、市内に住所のある方で前年に所得が
あった方と、住所はなくても市内に事務所等を構えて

いる方に、県民税と合わせて課
税されます。
　税額は、前年の所得額に応じ
て課税される所得割と、平等に
負担してもらう均等割（市民税
3,500円・県民税2,500円）の
合計額です。

◇法人市民税　　　　　　　　　　　■問課税課諸税係
　法人市民税には、均等割と法人税割があります。
▷均等割…資本金等の額と従業員数に応じて課税。
　年額５万円～300万円
▷法人税割…課税標準となる法人税額の12.1％
◎均等割・法人税割ともに課税される法人…市内に事
　務所や事業所等を設けている法人、または人格のな
　い社団等で収益事業を営むもの
◎均等割のみ課税される法人…市内に事務所や事業所
　等はないが寮等がある法人等
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０
０
０
円

■
支
給
日　

６
・
10
・
２
月
の
15
日　

■
支

給
期
間　

児
童
が
15
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま

で▼
児
童
扶
養
手
当　

■対
離
婚
等
で
ひ
と
り
親

に
な
っ
た
場
合
や
、
児
童
の
父
ま
た
は
母
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
等
で
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方　

■
支
給
月
額
（
受
給
者
等
の

所
得
で
異
な
り
、
所
得
が
一
定
額
を
超
え
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）　

▽
１
人
目
…

４
万
２
、２
９
０
円
〜
９
、９
８
０
円　

▽
２

人
目
…
９
、９
９
０
円
〜
５
、０
０
０
円　

▽

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方
の
控

除
証
明
書
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
控
除
証
明
書
は
、
口
座
振
替

か
窓
口
納
付
か
を
問
わ
ず
お
送
り
し
ま
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
控

除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０

０
３
‐
０
０
４
（
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
方
は
☎
03

‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５
〈
来
年
３
月
15
日

○木
ま
で
〉）
ま
た
は
本
所
国
保
年
金
課
☎
内

線
１
１
３
へ

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
口
座
振
替
額
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
口
座
振
替
額
通
知
書
（
今
年
１
月
〜
11
月

分
）
を
12
月
中
旬
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
調
整
の
た
め
に
納
付
金
額
を
知

り
た
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線

１
８
３
、
本
所
国
保
年
金
課

☎
内
線
１
２
６
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

「
い
ち
は
や
く
知
ら
せ
る
勇
気
つ
な
ぐ
声
」 

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問

題
で
す
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ

る
子
供
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
育
て
に
悩

む
保
護
者
を
支
援
す
る
大
き
な
一
歩
に
な
り

ま
す
。
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、
出
産
や
子

福
祉

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
藤
島
地
区
（
藤
島
地
域
）
…
奥
山
京
（
上

川
尻
・
下
川
尻
・
平
足
・
工
藤
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

年
金
・
医
療

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

▼
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
は　

今
年

中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
（
過

去
の
保
険
料
や
、
同
一
生
計
家
族
の
保
険
料

を
納
め
た
場
合
も
同
様
）。
領
収
証
書
や
日

本
年
金
機
構
で
発
行
す
る
控
除
証
明
書
を
ご

準
備
く
だ
さ
い
（
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
）。

▼
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
に
つ
い
て　

11
月
上
旬
に
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
控
除
証
明
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

今
年
９
月
30
日
ま
で
の
納
付
額
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
控
除
証
明
書
に
未
納
と
表
示
さ

れ
た
も
の
を
12
月
末
ま
で
に
納
付
し
た
場
合

は
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
等
の

と
き
は
控
除
証
明
書
の
ほ
か
に
、
10
月
１
日

以
降
に
納
付
し
た
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
10
月
１
日
以
降
に
今
年
初

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

オレンジリボンには子供虐
待を防止するというメッセ
ージが込められています。
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鶴岡市 "こころの都市景観 "賞が決定しました
まちづくり

■問本所都市計画課☎内線464

〈鶴岡公園部門〉

荘内神社からの見返りの風景
板垣政志さん（同下山添）

〈新しい鶴岡の顔部門〉

荘内銀行 
佐藤喜郎さん（同羽黒町赤川）

小池動物病院
朝暘第四小学校児童会

〈心に残る建物部門〉

鶴岡タウンキャンパスと 「百間堀」の風景
結城早知穂さん（同城北町）

〈心に残る景観・風景部門〉

大寶館
五十嵐羊子さん（鶴岡市三和町）

〈文化財部門〉　市民の皆さんから景観形成についてより関心
を高めていただくことを目的に、"こころの都
市景観 "賞として、鶴岡公園周辺の心に残る景
観や建造物について写真とエピソードを募集し
ました。選考の結果、受賞建造物等が決定し
ましたのでご紹介します。エピソード等は市HP
に掲載していますのでぜひご覧ください。

税庄
内
地
区
県
・
市
町
合
同
公

売
会
の
お
知
ら
せ

■日
11
月
25
日
○土　

■時
受
付
…
午
前
９
時
30
分　

入
札
…
10
時
10
分　

■場
三
川
町
公
民
館　

■問

本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
５　

■他
市
HP

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ 

個
人
の
市
・
県

民
税
は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

個
人
の
市･

県
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
事

業
主
が
従
業
員
に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
市

･

県
民
税
を
差
し
引
き
、
従
業
員
に
代
わ
っ

て
、
各
従
業
員
の
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
毎

月
納
入
す
る
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
原
則
と
し

て
所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
の
あ
る
事

業
主
に
は
、
従
業
員
の
市･

県
民
税
を
特
別

徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
退
職
し
た
」

「
不
定
期
雇
用
で
あ
る
」
と
い
っ
た
特
段
の

理
由
が
な
い
限
り
、
事
業
主
や
従
業
員
の
希

望
で
普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
を
選
択
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト　

従
業
員
は
金
融

機
関
へ
出
向
い
て
納
付
す
る
手
間
を
省
く
こ

と
が
で
き
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
普
通
徴
収
の
納
期
は
年
４
回
で

す
が
、
特
別
徴
収
の
納
期
は
年
12
回
な
の
で
、

従
業
員
の
１
回
当
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

▼
納
期
の
特
例　

従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
等
は
、
市
へ
の
申
請
に
よ
っ
て
、



12

物
件
２
…
10
時
30
分　

■場
市
役
所
本
所
４
階

４
０
３
会
議
室　

■申
11
月
27
日
○月
ま
で
参
加

申
込
書
を
本
所
契
約
管
財
課
☎
内
線
３
４
２

へ　

■他
市
HP

荘
内
看
護
専
門
学
校 

看
護
学
生
募
集

■対
高
校
を
卒
業
し
た
方
及
び
来
年
３
月
に
高

校
卒
業
見
込
み
の
方
、
高
校
卒
業
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
20
人

■
修
業
年
数　

３
年
（
昼
間
）　

■
願
書
受

付　

来
年
１
月
４
日
○木
〜
12
日
○金
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
当
日
必
着
）　

■
試
験
日
時
・

科
目　

１
次
試
験
…
１
月
19
日
○金
午
前
９
時

（
国
語
〈
古
典
を
除
く
〉、
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
・

Ⅱ
）　

２
次
試
験
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

…
20
日
○土
午
前
９
時
（
小
論
文
、
面
接
）

■
試
験
会
場
・
■申
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

市
内
の
中
学
２
年
生
を
対
象
に
募
集 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

標
語
コ
ン
テ
ス
ト

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

子
供
が
健
や
か
に
育
つ
地
域
社
会
を
目
指
し
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
同
運
動
。
１
、０
７
６

点
の
応
募
の
中
か
ら
次
の
11
人
の
方
々
が
入

賞
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞

「
君
の
こ
と　

ず
っ
と
み
て
い
る　

心
の
目
」　

渡
部
宜
子
さ
ん
（
羽
黒
中
）

▼
優
秀
賞
受
賞
者

土
岐
美
友
さ
ん
（
鶴
岡
一
中
）、
齋
藤
士
空

さ
ん
（
鶴
岡
二
中
）、
釼
持
志
乃
さ
ん
（
鶴

火
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
を
心
掛
け
、
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ

り
国
か
ら
市
町
村
に
伝
え
ら
れ
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。
訓
練
当
日
は
、
防

災
行
政
無
線
に
よ

る
試
験
放
送
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、

災
害
と
間
違
え
な

い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

■日
11
月
14
日
○火
午
前
11
時
頃　

■
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
↓
「
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す
」
３

回
↓
「
こ
ち
ら
は
防
災
つ
る
お
か
で
す
」
↓

チ
ャ
イ
ム
音　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線

１
６
３一

般
競
争
入
札
で
市
有
不
動

産
を
売
却
し
ま
す

件物
所
在
地
（
市
内
）

面
積

地
目

予
定
価
格

１
大
西
町
21
‐
２

７
５
２
・
１
７
㎡

宅
地

１
、７
８
１
万
６
、０
０
０
円

２
三
和
町
３
‐
９

１
４
２
・
１
４
㎡

宅
地

３
７
７
万
６
、０
０
０
円

■日
12
月
１
日
○金　

■時
物
件
１
…
午
前
10
時

録
の
有
効
期
限
が
来
年
３
月
31
日
○土
と
な
っ

て
い
る
責
任
技
術
者
は
、
登
録
更
新
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

■
更
新
申
請　

11
月
１
日
○水
〜
30
日
○木
に
上

下
水
道
部
下
水
道
課
☎
内
線
４
５
２
へ

公
園
等
の
整
備
費
に
充
て
る
た
め　

市
有
緑
地
を
先
着
順
で
売
却
し
ま
す

件物
所
在
地
（
市
内
）

面
積

地
目

価
格

１
茅
原
字
西
茅
原
１
０
６
‐

12

１
０
７
・
８
４
㎡

宅
地

１
６
７
万
８
、０
０
０
円

２
茅
原
字
草
見
鶴
17
‐
17

１
２
８
・
０
０
㎡

宅
地

２
１
４
万
５
、０
０
０
円

３
大
塚
町
19
‐
29

１
５
９
・
６
６
㎡

宅
地

３
４
６
万
３
、０
０
０
円

４
大
塚
町
35
‐
１
他
４
筆

１
５
２
・
０
５
㎡

宅
地

３
２
６
万
２
、０
０
０
円

５
大
塚
町
36
‐
14

１
２
０
・
４
４
㎡

宅
地

１
８
７
万
３
、０
０
０
円

６
大
塚
町
39
‐
８

２
０
４
・
０
７
㎡

宅
地

４
４
７
万
７
、０
０
０
円

７
日
和
田
町
21
‐
93

１
２
６
・
０
０
㎡

雑
種
地
２
４
３
万
３
、０
０
０
円

■申
11
月
６
日
○月
か
ら
本
所
都
市
計
画
課
☎
内

線
４
６
２
へ　

■他
市
HP

「
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に
」 

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
○木
か
ら
15
日
○水
ま
で
の
１
週
間
、

住
宅
防
火
対
策
の
推
進
等
を
重
点
目
標
と
し

た
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
期
、
家
庭
で
も
暖
房
器
具
な
ど

納
期
を
年
２
回
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

生
活
・
そ
の
他

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

１
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住
宅

平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

羽黒
荒
川
住
宅

平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

温海
柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

来
年
１
月
中
旬
以
降　

■申
11

月
１
日
○水
〜
21
日
○火
に
本
所
建
築
課
☎
内
線

４
８
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
が
あ
り
、
登

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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に
不
妊
、
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。
不
幸

な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
管
理
す
る
こ
と

も
愛
情
で
す
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

銃
に
よ
る
狩
猟
自
粛
区
域
に

つ
い
て

　

集
落
や
工
業
団
地
が
接
近
し
て
い
る
区
域

で
の
銃
に
よ
る
狩
猟
は
大
変
危
険
で
す
。近

隣
住
民
等
、往
来
者
の
人
身
事
故
防
止
の
た

め
、
次
の
河
川
等
の
周
辺
で
は
銃
を
使
っ
た

狩
猟
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

発
砲
音
・
空
薬
き
ょ
う
等
の
苦
情
が
相
次

い
で
い
ま
す
。
狩
猟
者
は
法
令
と
マ
ナ
ー
を

遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

■場
▽
内
川
…
寿
集
落
南
端
か
ら
庄
内
南
工
業

団
地
村
東
橋
ま
で
の
区
間　

▽
大
山
川
…
中

柳
原
集
落
今
世
橋
周
辺
、
石
山
・
楯
川
原
集

落
津
利
橋
周
辺　

▽
京
田
川
…
長
沼
十
文
字

集
落
周
辺　

▽
羽
黒
地
域
…
高
寺
周
辺
用
排

水
路　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
２

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
策
の
た
め　

施
設
利
用
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

本
市
で
は
、
市
内
の
家
き
ん
飼
育
農
場
で

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
、
次

の
施
設
を
防
疫
対
策
準
備
の
た
め
の
現
場
事

務
所
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
現
場
事
務
所
と

し
て
利
用
す
る
際
は
、
安
全
確
保
の
た
め
通

常
の
施
設
利
用
を
休
止
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
施
設　

藤
島
体
育
館　

■
期
間　

防

疫
対
策
開
始
か
ら
５
日
間
程
度　

■問
本
所
農

政
課
☎
内
線
５
５
６

１
日
現
在
の
設
置
率
は
76
％
で
す
。
ま
だ
設

置
し
て
い
な
い
家
庭
は
、
早
急
に
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

　

昨
年
６
月
で
設
置
義
務
化
か
ら
10
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
電
池
切
れ
や
電
子
部
品
の
劣

化
に
よ
っ
て
、
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
設
置
か
ら
10
年
を
目
安
に

本
体
の
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
清
掃
と
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
設
置
場
所　

全
て
の
寝
室
（
２
階
に
寝
室

が
あ
る
場
合
は
階
段
の
上
部
に
も
設
置
が
必

要
）。
台
所
へ
の
設
置
は
任
意　

■問
消
防
本

部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
街
に 

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

　

家
庭
で
の
猫

は
ペ
ッ
ト
と
し

て
家
族
同
様
に

飼
育
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、

飼
い
方
を
誤
れ

ば
、
近
所
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
に

な
っ
た
り
、
本

来
愛
さ
れ
る
べ
き
猫
を
不
幸
に
し
て
し
ま
っ

た
り
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
た
め
に
は
、

そ
の
ペ
ッ
ト
の
命
を
預
か
る
責
任
、
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
る
等
の
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

　

猫
は
年
に
２
・
３
回
出
産
し
ま
す
。
生
ま

れ
て
く
る
子
猫
を
全
部
、
終
生
飼
う
こ
と
が

で
き
な
い
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
す
こ
と
が

で
き
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
事
前

岡
三
中
）、
太
田
ら
ら
さ
ん
（
鶴
岡
四
中
）、

山
口
凜
々
子
さ
ん
（
鶴
岡
五
中
）、
加
藤
愛

菜
さ
ん
（
豊
浦
中
）、小
野
寺
瑞
樹
さ
ん
（
藤

島
中
）、
松
田
佳
穂
さ
ん
（
櫛
引
中
）、
小
野

寺
星
奈
さ
ん（
朝
日
中
）、乾
辺
乃
愛
さ
ん（
温

海
中
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ 

第
10
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

■対
基
準
日
（
平
成
27
年
４
月
１
日
）
に
、
戦

没
者
等
の
死
亡
に
関
す
る
年
金
給
付
の
受
給

権
者
（
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
・
特
例

扶
助
料
、
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
・
遺
族

給
与
金
の
受
給
権
を
有
す
る
遺
族
）
が
い
な

い
場
合
で
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
配
偶

者
、
子
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
、
そ
の
他
の
３
親

等
内
親
族
の
う
ち
支
給
要
件
を
満
た
す
遺
族

先
順
位
１
人　

■
支
給
額　

額
面
25
万
円

（
5
年
償
還
の
記
名
国
債
）　

■
請
求
期
間　

来
年
４
月
２
日
○月
ま
で　

■問
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ付

い
て
い
ま
す
か
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま

す
。
消
防
本

部
管
内（
本

市
・
三
川
町
）

の
今
年
６
月

農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

■対
市
内
在
住
の
農
林
漁
業
者
ま
た
は
３
戸
以

上
の
農
林
漁
業
者
を
含
む
団
体
が
行
う
、
農

林
水
産
物
の
加
工
・
販
売
な
ど
６
次
産
業
化

に
新
た
に
挑
戦
す
る
事
業
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
事
業　

■
補
助
金
額

事
業
費
の
３
分
の
２
以
内
（
上
限
は
個
人
20

万
円
、
団
体
30
万
円
）　

■申
本
所
農
政
企
画

室
☎
内
線
５
８
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業

建
設
課
へ　

■他
市
HP

農
産
物
等
の
販
路
拡
大
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

■対
半
数
以
上
が
市
内
在
住
の
生
産
者
の
団
体
、

農
協
、
直
売
組
織
、
農
業
生
産
法
人
な
ど
が

行
う
、
首
都
圏
等
の
県
外
で
開
催
さ
れ
る
物

産
展
・
商
談
会
へ
の
出
展
、
販
路
拡
大
を
目

指
す
販
売
促
進
活
動　

■
補
助
金
額　

補
助

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
は
国
内

10
万
円
、
海
外
25
万
円
）　

■申
本
所
農
政
企

画
室
☎
内
線
５
８
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産

業
建
設
課
へ　

■他
市
HP

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

【
訂
正
】
10
月
１
日
号
に
掲
載
し
た
特
集
「
み

ん
な
で
歌
い
継
ご
う
鶴
岡
市
民
歌
（
７
ペ
ー

ジ
）」
に
誤
り
等
が
あ
り
ま
し
た
。
新
実
徳

英
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
「
高
尾
賞
」
は
、

正
し
く
は
「
尾
高
賞
」
で
す
。
楽
譜
は
、
正

し
く
は
リ
ピ
ー
ト
記
号
を
削
除
し
四
分
の
四

拍
子
を
記
載
し
、
ま
た
、
14
小
節
で
、
１
番

は
付
点
音
符
、
２
・
３
番
は
四
分
音
符
を
歌

唱
し
ま
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

関係者約200人が出席しテープカットや黒川能
の披露等で完成を祝い、設計者の妹島和世さん
たちが設計や音響の特徴などを解説しました。

９. 30　　　　　　
完成内覧会には計1万700人が訪れ、一体感の
ある劇場空間が特徴の大ホールなど、新たな芸
術文化の拠点施設を体感しました。

鶴岡 荘銀タクト鶴岡 竣工記念式典 、完成内覧会（９月23日・28日）

＜荘銀タクト鶴岡＞
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櫛引 宝谷そば「お花見カフェ」

満開の白い花が揺れるそば畑の中、サッ
クスの生演奏に耳を傾けながら地元産そ
ば粉を使ったスイーツを楽しみました。

９. 16

＜宝谷地区＞

羽黒 門前町手向地区　歴史的景観整備活動

出羽三山の門前町の風情ある町並みを大
切にしようと、地元住民によって老朽化
した黒塀の塗装作業が行われました。

９. 23

＜手向地区＞

藤島 藤島小・長沼小交流会

来年度の統合に向けて開催された交流授
業。来春から机を並べる仲間と協力して
課題に取り組んでいました。

９. 27

＜藤島小＞

鶴岡 鶴岡市民歌発表会

合併・市制施行10周年を契機に制作を
進めてきた市民歌が完成。混声斉唱の高
らかな歌声でお披露目されました。

10.１

＜荘銀タクト鶴岡＞

藤島 明治ホールコンサート　輝＆輝 津軽三味線

６度日本一に輝いた女性デュオの演奏が
観客を魅了。手拍子で一体となった会場
は大盛り上がりでした。

９. 27

＜東田川文化記念館＞

温海 こしゃって山のがっこう祭

農産物や手作り雑貨のマルシェ、工作や
音楽のワークショップなど１日限りの
「がっこう祭」で旧校舎がにぎわいました。

10.９

＜旧福栄小＞
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
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催
し

酒
田
港
へ
の
初
寄
港
記
念　
　
　
　

コ
ス
タ 

ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
写
真
展

■日
来
年
１
月
14
日
○日
ま
で
の
午
前
10
時
〜
午

後
５
時　

■場
・
■問
酒
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
３
４
‐
26
‐
５
６
４
２

山
大
農
学
部
大
学
祭　
　
　

「
鶴
寿
祭
」

■日
11
月
４
日
○土
・
５
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後

５
時　

■場
同
学
部　

■内
ビ
ン
ゴ
大
会
、
利
き

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
野

菜
販
売
、
餅
つ
き
等　

■問
同
祭
実
行
委
員
会

☎
28
‐
２
８
０
８

「
古
典
の
日
」
の
集
い

■日
11
月
４
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
図
書
館

本
館　

■内
び
わ
演
奏
『
平
家
物
語
』
市
川
石

水
氏
（
一
水
会
鶴
岡
支
部
）、
講
演
「
国
文

学
よ
も
や
ま
話
」
佐
藤
遼
太
郎
氏
（
京
都
大

学
生
）、朗
読
『
方
丈
記
』
國
井
美
帆
氏
（
つ

る
お
か
ル
ネ
サ
ン
ス
の
会
）

そ
ば
処「
大
梵
字
」新
そ
ば
祭
り

■日
11
月
５
日
○日
〜
12
月
３
日
○日
午
前
11
時
〜

午
後
４
時　

■内
朝
日
地
域
産
新
そ
ば
の
食
べ

放
題
（
天
ぷ
ら
・
漬
物
付
き
）　

■費
１
、
５

０
０
円
（
当
日
は
１
０
０
円
増
し
）　

■場
・

■
前
売
り
券
取
り
扱
い　

そ
ば
処「
大
梵
字
」

☎
53
‐
３
４
１
３　

■他
団
体
は
要
予
約

鶴
岡
南
高
校
山
添
校 

オ
ー
プ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
一
日
高
校
体
験

▼
オ
ー
プ
ン
ウ
ィ
ー
ク　

■日
11
月
６
日
○月
〜

10
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■内
授
業
、

学
校
生
活
を
公
開　

▼
一
日
高
校
体
験　

■日
11
月
11
日
○土
午
前
９

時　

■対
中
学
２
年
・
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
、

中
学
校
教
員　

■内
学
校
説
明
、
校
舎
見
学
、

授
業
体
験　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
校
☎
57
‐
２
１
０
０

交
通
事
故
、暴
力
行
為
、犯
罪
の
防
止
に
向
け
て 

安
全
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
鶴
岡
大
会

■日
11
月
９
日
○木
午
前
９
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■内
講
演
「
青
パ
ト
活
動
で
安
全
で
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
」
御
船
勉
氏
（
山
形
県
警

察
本
部
防
犯
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）　

■問
本

所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

最
上
川
・
赤
川
直
轄
改
修
着
手　

１
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
11
月
10
日
○金
午
後
１
時　

■場
希
望
ホ
ー
ル

（
酒
田
市
）　

■内
空
か
ら
見
た
最
上
川
・
赤
川

上
映
、
講
演
（
土
岐
田
正
勝
氏
）、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
パ
ネ
ル
展
示
等　

■問

酒
田
河
川
国
道
事
務
所
調
査
第
１
課
☎
０
２

３
４
‐
27
‐
３
４
７
１

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー　
　
　
　

「
新
そ
ば
ま
つ
り
」

■日
11
月
11
日
○土
・
12
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
２
時　

■費
１
枚
１
、
２
０
０
円　

■場
・

■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

庄
農
祭

■日
11
月
12
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■内

農
産
物
・
加
工
品
販
売
、
豚
の
半
丸
焼
き
、

学
科
展
示
、
模
擬
店
、
文
化
部
発
表
、
進
路

相
談
コ
ー
ナ
ー
等　

■場
・
■問
庄
内
農
業
高
校

☎
64
‐
２
１
５
２

県
総
合
美
術
展
覧
会
鶴
岡
巡
回
展
・

県
こ
ど
も
絵
画
展
覧
会

■日
11
月
15
日
○水
〜
20
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
金
曜
・
土
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
。

14
日
○火
・
21
日
○火
は
臨
時
休
館
）　

■内
県
総

合
美
術
展
覧
会
…
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・

工
芸
の
４
部
門
１
６
８
作
品
を
展
示　

県
こ

ど
も
絵
画
展
覧
会
…
幼
児
〜
中
学
生
の
２
３

１
作
品
を
展
示　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生
以
下

…
無
料　

■場
・
■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

☎
29
‐
０
２
６
０

ス
テ
ラ
の
会　

星
を
見
る
会 

「
冬
の
星
座
と
し
し
座
流
星
群
」

■日
11
月
15
日
○水
午
後
７
時　

■場
中
央
公
民
館　

■内
星
座
解
説
、
星
の
観
望　

■費
小
学
生
以
上

１
０
０
円　

■持
懐
中
電
灯　

■問
同
会　

■他
中

学
生
以
下
保
護
者
同
伴

移
住
者
交
流
会
ｖ
ｏ
ｌ
．５

×
雪
道
運
転
講
習

■日
11
月
18
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■対
本
市
に
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
し
た
方
と
そ
の
家
族
、
移
住
希
望

者
先
着
30
人　

■内
自
動
車
教
習
所
教
習
指
導

員
に
よ
る
雪
道
運
転
講
習
、
冬
の
楽
し
い
過

ご
し
方
を
語
り
合
う　

■費
１
、２
０
０
円（
昼

食
代
等
）　

■申
11
月
15
日
○水
ま
で
本
所
地
域

振
興
課
☎
内
線
５
８
５
へ　

■他
HP

お
い
し
い
鶴
岡 

食
の
映
画
祭

■日
11
月
18
日
○土
〜
24
日
○金　

■場
鶴
岡
ま
ち
な

か
キ
ネ
マ　

■内
食
に
関
す
る
映
画
上
映
（
４

作
品
）、
食
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
映
画
に

関
す
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト　

■費
１
、
０
０
０

円
（
当
日
券
は
２
０
０
円
増
し
。
３
回
券
２
、

７
０
０
円
）　

■申
つ
る
お
か
食
文
化
映
画
祭
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実
行
委
員
会
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
９
２

間
伐
体
験
＆
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

見
学
会

■日
11
月
18
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
庄

内
観
光
物
産
館
集
合
）　

■場
㈱
鶴
岡
バ
イ
オ

マ
ス
等　

■定
先
着
20
人　

■内
ス
ギ
林
の
間
伐

体
験
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
見
学　

■問
11
月
10
日
○金
ま
で
や
ま
が
た
公
益
の
森
づ

く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
山
）
☎
０
８
０
‐

９
６
３
２
‐
５
４
６
０
へ

藤
沢
周
平
記
念
館 

館
内
朗
読
会　
　

「
藤
沢
作
品
を
聴
く
」

■日
・
■内
11
月
18
日
○土
…『
た
そ
が
れ
清
兵
衛
』、

12
月
16
日
○土
…『
小
鶴
』　

■時
午
後
２
時　

■定

各
日
30
人　

■
朗
読　

劇
団
麦
の
会　

■費
入

館
料　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０

赤
か
ぶ
収
穫
と
漬
け
方
体
験

■日
11
月
19
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
月
山
高

原
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
15
人　

■費
６

㎏
…
１
、
６
０
０
円　

12

㎏
…
３
、
０
０
０
円　

■持

た
る
等　

■申
中
川
代
得
参

ク
ラ
ブ明

る
い
ま
ち
づ
く
り
温
海
大
会
・
温
海
地

域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
公
開
講
演
会

■日
11
月
19
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
温
海
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■内
表
彰
、
意
見
発
表
、

講
演
「
家
庭
内
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
〜

国
の
製
品
安
全
対
策
」
菊
地
徹
氏
（
製
品
評

価
技
術
基
盤
機
構
東
北
支
所
長
）、
山
戸
保

育
園
児
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等　

■問
温
海
庁

舎
総
務
企
画
課
☎
43
‐
４
６
１
１

鶴
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
天
主
堂 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
７

■日
11
月
19
日
○日
午
後
２
時　

■場
同
教
会　

■

出
演　

渡
部
啓
三
氏
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

ビ
オ
ラ
奏
者
）、
鶴
岡
室
内
合
奏
団
等　

■費

大
人
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５

０
０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
・
■問
鶴
岡
楽

器
㈱
☎
22
‐
１
３
１
０

城
下
町
鶴
岡
を
学
ぶ
「
鶴
ヶ

岡
城
」
に
つ
い
て
の
勉
強
会

■日
11
月
20
日
○月
午
前
９
時　

■場
鶴
岡
商
工
会

議
所
会
館
、
鶴
岡
公
園
周
辺　

■定
30
人　

■内

講
話「
鶴
ヶ
岡
城
に
つ
い
て
」秋
保
良
氏（
鶴

岡
市
史
編
さ
ん
委
員
）、
現
地
研
修
「
鶴
ヶ

岡
城
址
を
歩
く
」　

■申
11
月
９
日
○木
ま
で
鶴

岡
商
工
会
議
所
☎
24
‐
７
７
１
１
へ

羽
越
本
線
高
速
化　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
11
月
21
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■場
東
京
第

一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■内
講
演
「
い
な
ほ
で
わ
く

わ
く
！
東
北
さ
い
い
事
ど
〜
ん
と
来
い
♪
」

白
崎
映
美
氏
（
歌
手
）、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
日
本
海
沿
岸
鉄
道
・
羽
越
本
線
を

も
っ
と
利
用
す
る
・
楽
し
む
」
村
山
和
恵

氏
（
に
い
が
た
美
醸
主
宰
）、
塩
澤
明
子
氏

（
鶴
岡
市
在
住
）、
佐
藤
ま
つ
子
氏
（
由
利
高

原
鉄
道
矢
島
駅
売
店
店
主
）、
小
林
好
雄
氏

（
㈱
出
羽
庄
内
地
域
デ
ザ
イ
ン
代
表
取
締
役
）　

■申
山
形
県
庄
内
地
区
羽
越
新
幹
線
整
備
実
現

同
盟
会
事
務
局
☎
66
‐
５
６
８
９

大
学
生
等
の
保
護
者
の
た
め

の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

■日
11
月
21
日
○火
午
後
７
時　

■場
三
川
町
公
民

館　

■対
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・

専
修
学
校
等
に
在
学
中
の
学
生
の
保
護
者

■内
最
新
の
就
活
事
情
、
山
形
で
働
く
こ
と
と

県
内
企
業
の
魅
力　

■師
安
部
幸
裕
氏
（
㈱
山

形
銀
行
山
形
成
長
戦
略
推
進
部
長
）　

■申
山

形
県
雇
用
対
策
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２

７
１
１　黒

川
能
を
鑑
賞
し
な
が
ら
農
家

民
宿
に
宿
泊
し
て
み
ま
せ
ん
か

■日
11
月
23
日
○木
午
前
10
時
〜
24
日
○金
（
１
泊

２
日
）　

■場
春
日
神
社
、
王
祇
会
館
、
農
家

民
宿
等　

■定
先
着
20
人　

■内
同
神
社
新
嘗
祭

（
黒
川
能
鑑
賞
）、
観
光
ガ
イ
ド
の
歴
史
案
内

等　

■費
６
、
５
０
０
円
（
宿
泊
料〈
２
食
付

き
〉等
、
別
途
黒
川
能
鑑
賞
料
）　

■申
11
月
17

日
○金
ま
で
同
館
☎
57
‐
５
３
１
０
へ

西
郷
隆
盛
と
「
徳
の
交
わ
り
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■日
11
月
23
日
○木
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内
国

際
村　

■定
３
０
０
人　

■内「
西
郷
隆
盛
を
語

る
」
西
郷
隆
夫
氏
（
西
郷
隆
盛
ひ
孫
）、「
庄

内
と
西
郷
隆
盛
」
酒
井
忠
順
氏
（
旧
荘
内
藩

酒
井
家
第
19
代
嗣
子
）、
山
田
鉄
哉
氏
（
松

ヶ
岡
開
墾
場
理
事
長
）、
水
野
貞
吉
氏
（
荘

内
南
洲
会
理
事
長
）、
菅
秀
二
氏
（
菅
実
秀

玄
孫
）　

■申
11
月
10
日
○金
ま
で
庄
内
総
合
支

庁
総
務
課
☎
66
‐
５
４
３
９
へ

鶴
岡
シ
ル
ク
ガ
ー
ル
ズ
♥　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

■日
11
月
23
日
○木
午
前
11
時
、
午
後
１
時
30
分　

■場
マ
リ
カ　

■内
鶴
岡
中
央
高
校
生
徒
に
よ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー　

■申
同
校
内
「
シ
ル

ク
ガ
ー
ル
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
務
局
☎
25

‐
５
７
２
３
ま
た
は
本
所
政
策
企
画
課
☎
内

線
５
２
５
へ

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎
奉
納
上
演

■日
11
月
23
日
○木
正
午　

■内
山
戸
能
…
座
揃
囃

子
、恋
慕
の
舞
、式
三
番
、番
能
「
春
日
龍
神
」

山
五
十
川
歌
舞
伎
…
菅
原
伝
授
手
習
鑑
「
寺

子
屋
の
場
」　

■場
・
■問
山
五
十
川
公
民
館
☎

45
‐
２
９
４
９

鶴
岡
高
等
養
護
学
校 

学
校
祭

■日
11
月
25
日
○土　

■時
・
■内
午
前
９
時
10
分
〜

11
時
40
分
…
学
年
劇
、
発
表
、
合
唱
、
午
後

０
時
45
分
〜
２
時
25
分
…
職
業
科
バ
ザ
ー

■持
内
履
き　

■場
・
■問
同
校
☎
22
‐
０
５
８
１

読
書
で
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
・
市
民
の
集
い 

山
根
基
世
講
演
会

■日
11
月
25
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
マ
リ
カ　

■内「
読
む
楽
し
み　

聴
く
よ
ろ
こ
び
」
山
根

基
世
氏
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）　

■費

１
、
０
０
０
円
（
中
学
生
・
高
校
生
無
料
）

■
前
売
り
券
取
扱
い　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
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ー
庄
内
教
室
、
市
内
書
店
、
事
務
局　

■問
事

務
局日

本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

in
庄
内

■日
11
月
26
日
○日
午
前
10
時　

■場
響
ホ
ー
ル

（
庄
内
町
）　

■内
庄
内
在
住
の
外
国
出
身
者
が

日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
等
を
日
本
語
で
発
表　

■問
庄
内
町
国
際
交
流
協
会
☎
０
２
３
４
‐
42

‐
０
２
２
８

農
作
物
被
害
対
策
研
修
会

■日
11
月
29
日
○水
午
前
９
時
30
分　

■場
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
カ
ラ

ス
の
生
態
や
農
作
物
被
害
対
策
を
学
ぶ　

■申

11
月
20
日
○月
ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７

６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

防
災
講
演
会

■日
11
月
29
日
○水
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内
国

際
村　

■内「
想
定
を
超
え
る
洪
水
災
害
に
ど

う
備
え
る
か
」
片
田
敏
孝
氏
（
東
京
大
学
大

学
院
特
任
教
授
）　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎

内
線
６
６
２

収
蔵
資
料
展　

絵
葉
書
・
古
写
真
に

み
る
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
出
羽
三
山

■日
11
月
30
日
○木
〜
来
年
４
月
16
日
○月
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時　

■内
明
治
・
大
正
・
昭

和
期
の
出
羽
三
山
の
絵
葉
書
や
写
真
資
料
を

展
示　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高
校
生
・
大

学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０

円　

■場
・
■問
い
で
は
文
化
記
念
館
☎
62
‐
４

７
２
７児

童
読
書
感
想
画
展

■日
11
月
30
日
○木
〜
12
月
３
日
○日
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
（
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
図
書
館
本
館

☎
25
‐
２
５
２
５

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部 

忘
年
囲
碁
大
会

■日
12
月
２
日
○土
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館

■対
Ａ
ク
ラ
ス
…
４
段
以
上　

Ｂ
ク
ラ
ス
…
３

段
以
下鶴

岡
養
護
学
校　
　
　
　
　

わ
く
わ
く
バ
ザ
ー

■日
12
月
２
日
○土
午
前
10
時
〜
11
時　

■内
作
業

製
品
等
の
販
売
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー　

■場
・
■問

同
校
☎
24
‐
５
９
９
５

山
里
の
暮
ら
し
体
験 

冬
の
食
文
化
を
体
感
し
よ
う

■日
12
月
３
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■対
小
学
生

以
上
20
人　

■内
猟
師
と
一
緒
に
カ
モ
の
解
体

体
験
、
カ
モ
汁
の
昼
食
等　

■費
大
人
…
２
、

０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
11
月
30
日
○木
ま
で
大
鳥
自
然
の
家
☎

55
‐
２
９
４
６
へ

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
12
月
の
日
程
〉

■日
12
月
３
日
○日
午
前
10
時　

■場
中
央
公
民
館　

■内
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト　

■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
内「
市
民
芸
術
祭
」

事
務
局
☎
57
‐
２
０
０
８

出
張
市
民
講
座 

西
郷
隆
盛
と
庄
内

■日
12
月
９
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
公
益
大

大
学
院　

■定
１
１
０
人　

■内
西
郷
隆
盛
と
庄

内
と
の
深
い
縁
に
つ
い
て
の
講
演　

■師
山
本

陽
史
氏
（
山
形
大
学
教
授
）　

■申
放
送
大
学

山
形
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
４
６
‐

８
８
３
６　

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の

交
流
・
相
談
・
情
報
交
換
に

▼
ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ　

■日
11
月
９
日
○木　

■内

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
交
流
や
相
談　

■費
１

０
０
円

▼
認
知
症
の
人
と
家
族
の
交
流
の
つ
ど
い

■日
11
月
30
日
○木　

■内
認
知
症
ケ
ア
の
コ
ツ
、

介
護
者
交
流　

▼
共
通　

■時
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■申
各
日
２
日
前
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内

線
５
３
３
へ

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
11
月
12
日
○日
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■内
講
演
「
認
知
症
を
知
る
」
石
黒
慎
氏
（
こ

こ
ろ
の
花
ク
リ
ニ
ッ
ク
心
療
内
科
院
長
）、

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
ア
ド
バ
イ
ス　

■問
本
所
長

寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
11
月
16
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
先
着

30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受

講
免
除
（
別
途
手
続
必
要
）

専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
11
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
」
和
泉
典
子

（
同
院
内
科
・
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
）、「
地
域

で
支
え
合
う　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」
市

保
健
師　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
公
開
講
演
会

■日
11
月
18
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■定
２
５
０
人　

■内「
子
ど
も
の

『
脳
と
体
と
心
』
は
ぐ
く
み
伸
ば
す
た
め
に
」

神
山
潤
氏
（
小
児
科
医
）　

■申
健
康
課
☎
内

線
３
７
３　

■他
託
児
あ
り
（
先
着
20
人
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
・
プ
レ
ミ
ア

リ
ー
グ
女
子　

鶴
岡
大
会

■日
・
■内
▽
11
月
25
日
○土
午
後
１
時
…
上
尾
メ

デ
ィ
ッ
ク
ス
対
久
光
製
薬
ス
プ
リ
ン
グ
ス

３
時
…
日
立
リ
ヴ
ァ
ー
レ
対
東
レ
ア
ロ
ー

ズ　

▽
26
日
○日
午
後
１
時
…
上
尾
メ
デ
ィ
ッ
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ク
ス
対
東
レ
ア
ロ
ー
ズ　

３
時
…
久
光
製
薬

ス
プ
リ
ン
グ
ス
対
日
立
リ
ヴ
ァ
ー
レ　

■場
小

真
木
原
総
合
体
育
館　

■費
Ａ
席
（
３
階
ア
リ

ー
ナ
）
…
３
、
５
０
０
円　

Ｂ
席
（
４
階
）

…
２
、
５
０
０
円　

中
学
生
・
高
校
生
…
１
、

５
０
０
円　

小
学
生
…
１
、
０
０
０
円
（
前

売
り
券
、
親
子
券
あ
り
）　

■
入
場
券
販
売　

同
館
、
皆
川
ス
ポ
ー
ツ
、
ホ
ン
マ
ス
ポ
ー
ツ
、

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

緩
和
ケ
ア
市
民
公
開
講
座 
庄
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　

が
ん
に
寄
り
添
う
家
族
の
想
い

■日
11
月
25
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
い
ろ
り

火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）　

■内
講

演
「
悲
し
み
を
力
に
変
え
る
、
家
で
の
看
取

り
」
金
子
稚
子
氏
（
終
活
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、

座
談
会
「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
、
地
域
で
、

み
ん
な
で
」　

■申
11
月
20
日
○月
ま
で
荘
内
病

院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・

三
川
☎
26
‐
５
１
８
０
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室（
全
12
回
）

■日
12
月
２
日
○土
午
後
７
時
（
初
回
）　

■場
小

真
木
原
総
合
体
育
館　

■費
中
学
生
以
上
…
７
、

０
０
０
円　

小
学
生
以
下
…
３
、
０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１

一
緒
に
こ
れ
か
ら
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か　

障
害
の
あ
る
方
の
家
族
交
流
会（
全
３
回
）

■日
・
■内
12
月
７
日
○木
午
前
10
時
…
講
話
「
支

援
現
場
で
の
経
験
談
・
家
族
支
援
に
つ
い

て
」、
来
年
１
月
18
日
○木
午
前
10
時
…
講
話

「
遺
産
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
」、
２
月
25
日

○日
午
後
１
時
…
情
報
交
換
会
「
家
族
同
士

つ
な
が
ろ
う
」　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在

住
の
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
の
あ
る
方
の

家
族
先
着
25
人　

■申
11
月
30
日
○木
ま
で
障
害

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

25
‐
２
７
９
４
へ

会
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

■日
12
月
10
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■
種
目　

硬
式

男
子
・
女
子
（
団
体
戦
）　

■申
同
協
会
（
本
間
）

☎
23
‐
２
７
０
１　

■他
HP

た
か
だ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

３
×
３
大
会

■日
12
月
10
日
○日
午
後　

■場
鶴
岡
五
中　

■
大

会
部
門　

高
校
生
含
む
一
般
男
子
・
女
子
、

中
学
生
男
子
・
女
子
（
１
チ
ー
ム
３
人
〜
５

人
）　

■費
１
チ
ー
ム
２
、０
０
０
円
（
中
学
生
、

高
校
生
チ
ー
ム
は
１
、
０
０
０
円
）　

■申
11

月
20
日
○月
ま
で
た
か
だ
て

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

子
育
て
・
子
供
向
け

ま
ん
ま
ル
ー
ム 

11
月
の
講
座

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

■日
11
月
10
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
上
野
和

佳
氏（
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

子
供
体
力
向
上
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

陸
上
教
室
in
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■日
11
月
12
日
○日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
陸

上
競
技
場　

■内
陸
上
競
技
（
長
距
離
走
、
短

距
離
走
、
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
）
を
楽
し
く
学

ぶ　

■師
齋
藤
貴
志
氏
（
第
88
回
箱
根
駅
伝
区

間
賞
獲
得
）　

■申
11
月
10
日
○金
ま
で
同
ク
ラ

ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

科
学
ま
つ
り
in
鶴
岡

■日
11
月
12
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■場
エ
ス
モ
ー
ル　

■対
小
学
生　

■内
楽
し
い
科

学
実
験
や
工
作
イ
ベ
ン
ト
等　

■問
同
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
☎
24
‐
３
９
９
５

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
ま
つ
り　

■日
11
月
12
日
○日
午

前
９
時
30
分
〜
正
午　

■場
同
館　

■内
遊
び
の

コ
ー
ナ
ー
等

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
か
た
ぐ
る

ま
で
パ
ン
を
つ
く
ろ
う
」　

■日
12
月
10
日
○日

午
後
１
時　

■場
ゆ
う
あ
い
プ
ラ
ザ
か
た
ぐ
る

ま　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
40
人

■内
か
た
ぐ
る
ま
利
用
者
と
パ
ン
を
作
る　

■費

１
人
３
０
０
円　

■申
11
月
11
日
○土
〜
26
日
○日

▼
共
通　

■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

南
部
児
童
館　

お
は
な
し
会

特
別
ゲ
ス
ト

■日
11
月
15
日
○水
午
前
11
時　

■対
乳
幼
児
の
親

子　

■場
・
■問
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

離
乳
食
教
室 

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
11
月
17
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
平
成
28
年
12
月
〜
29
年
２
月
生
ま

れ
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
離

乳
食
の
進
め
方
・
調
理
実
習
・
試
食
、
栄
養

士
に
よ
る
個
別
相
談　

■持
大
人
…
母
子
健
康

手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

子
供
…
食
事

用
エ
プ
ロ
ン
、
甘
く
な
い
飲
み
物
、
手
拭
き
、

ス
プ
ー
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
お
出
掛
け
に
必

要
な
物　

■費
１
組
５
０
０
円　

■申
11
月
10
日

○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
７
５
へ

和
菓
子
作
り
に
挑
戦
！

■日
12
月
２
日
○土
午
前
10
時　

■場
西
部
児
童
館　

■対
小
学
生
先
着
20
人　

■費
２
０
０
円　

■申
11

月
11
日
○土
〜
25
日
○土
に
同
館
☎
29
‐
０
０
３

１
ま
た
は
暘
光
児
童
館
☎
64
‐
８
６
４
０
へ

施
設
の
催
し
等

創
造
の
森
交
流
館

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
11
月
４
日
○土
午

前
９
時
30
分　

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
11
月
７
日
○火
・
24
日
○金

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

■費
１
０

０
円

▼
数
独
笑
楽
交　

■日
11
月
８
日
○水
・
15
日
○水

・
22
日
○水
・
29
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
正
午　

■費
１
０
０
円
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▼
新
蕎
麦
を
楽
し
む
会　

■日
11
月
11
日
○土
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■定
先
着
20
人

■内
二
八
そ
ば
打
ち　

■費
５
０
０
円

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会「
紅
葉
を
さ
が
し
て
」

（
５
㎞
）　

■日
11
月
18
日
○土
午
前
10
時
（
い
で

は
文
化
記
念
館
集
合
）　

■費
１
０
０
円

▼
村
芝
居
が
や
っ
て
く
る
「
夢
一
座
」　

■日

11
月
26
日
○日　

■時
・
■費
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
１
時
…
１
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
）　

午

後
２
時
…
５
０
０
円　

■定
先
着
各
60
人　
　

▼
共
通　

■場
・
■申
創
造
の
森
交
流
館
☎
62
‐

２
６
５
５

自
然
学
習
交
流
館「
ほ
と
り
あ
」

▼
自
然
観
察
会
「
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
ね
ぐ
ら

入
り
観
察
会
」　

■日
11
月
４
日
○土
午
後
３
時　

■師
太
田
威
氏
（
自
然
写
真
家
）　

■費
３
０
０

円▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
薪
割
と
や
き
芋
づ

く
り
」　

■日
11
月
11
日
・
25
日
○土
午
前
10
時　

■内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ

づ
く
り

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
繭
の
秘
密
を
見
つ
け

よ
う
！
〜
繭
か
ら
の
糸
取
り
体
験
〜
」　

■日

11
月
11
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■定
30
人　

■師

三
田
村
敏
正
氏（
コ
ク
ー
ン
ワ
ー
ル
ド
福
島
）　

■費
３
０
０
円　

■持
カ
ッ
プ　

▼
共
通　

■場
・
■申
各
日
２
日
前
ま
で
ほ
と
り

あ
☎
33
‐
８
６
９
３
へ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
絵
て
が
み　

■日
11
月
８
日
・
15
日
・
22
日
、

12
月
13
日
・
20
日
・
27
日
の
水
曜
日
午
前
10

時　▼
健
康
相
談　

■日
11
月
16
日
○木
・
30
日
○木
、

12
月
７
日
○木
午
後
１
時
30
分　

▼
C
D
寄
席　

■日
11
月
15
日
○水
午
後
１
時　

▼
将
棋
大
会　

■日
12
月
６
日
○水
午
前
９
時

■費
５
０
０
円　

■申
11
月
30
日
○木
ま
で　

▼
囲
碁
大
会　

■日
12
月
13
日
○水
午
前
９
時

■費
２
、０
０
０
円
（
大
会
の
み
は
７
０
０
円
）

■申
12
月
７
日
○木
ま
で　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６月

山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼「
ぶ
ら
っ
と
」観
察
会　

■日
11
月
18
日
○土
午

前
９
時
（
大
山
公
園
駐
車
場
集
合
）　

■定
先

着
20
人　

■内
冬
の
到
来
を
告
げ
る
鳥
の
観
察　

■費
２
０
０
円（
子
供
無
料
）　

■持
携
帯
食
、
双

眼
鏡（
貸
出
し
あ
り
）　

■申
11
月
15
日
○水
ま
で

▼
野
草
紙
を
作
っ
て
み
よ
う　

■日
11
月
19
日

○日
午
前
10
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
10

人　

■内
野
草
か
ら
取
っ
た
繊
維
で
野
草
紙
を

作
る　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

子
供
…
２
０

０
円　

■申
11
月
15
日
○水
ま
で

▼
自
然
素
材
で
遊
ぼ
う　

■日
11
月
26
日
○日
午

前
９
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
10
人

■内
ア
ケ
ビ
・
山
ブ
ド
ウ
の
つ
る
を
使
っ
た
ネ

イ
チ
ャ
ー
イ
ン
テ
リ
ア
作
り　

■費
８
０
０
円

（
子
供
無
料
）　

■申
11
月
23
日
○木
ま
で

▼
新
そ
ば
を
楽
し
も
う　

■日
12
月
10
日
○日
午

前
11
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
15
人

■内
そ
ば
打
ち　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円

子
供
…
５
０
０
円　

■申
12
月
７
日
○木
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

鶴
岡
市
民
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
初
心
者
講
座

■日
毎
週
火
曜
・
木
曜
日
午
後
５
時
、
毎
週
土

曜
正
午　

■場
中
央
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
等　

■対
小
学
生
〜
60
歳
台
の
方

■内
合
奏
用
ギ
タ
ー
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に

よ
る
ギ
タ
ー
合
奏
講
座　

■申
11
月
１
日
○水
か

ら
事
務
局

中
央
公
民
館 

後
期
市
民
講
座

▼
手
作
り
木
版
画
で
年
賀
状
を
作
ろ
う
よ
！　

■日
11
月
25
日
○土
・
27
日
○月
〜
29
日
○水
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分　

■定
10
人　

■師
庄
内
木

版
画
会　

■費
６
５
０
円　

▼
大
人
の
た
め
の
館
外
学
習
〜
鶴
岡
グ
ル
め

ぐ
り
【
現
地
研
修
】　

■日
11
月
27
日
○月
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
（
小
真
木
原
公

園
正
面
駐
車
場
集
合
）　

■場
つ
け
も
の
処
㈱

本
長
、
出
羽
ノ
雪
酒
造
資
料
館
、
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）、
木
村
屋
フ

ァ
ク
ト
リ
ー　

■定
25
人　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
シ
ル
バ
ー
の
た
め
の
工
場
見
学
〜
酒
田
編

【
現
地
研
修
】　

■日
12
月
５
日
○火
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分
（
小
真
木
原
公
園
正
面

駐
車
場
集
合
）　

■場
花
王
㈱
酒
田
工
場
、
味

工
房
八
月
、
オ
ラ
ン
ダ
せ
ん
べ
い
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｏ
Ｒ
Ｙ　

■対
65
歳
以
上
の
方
25
人　

■費
２
、

５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
11
月
６
日
○月
〜
22
日
○水
に

中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
５
Ｓ
推
進
研
修　

■日
11
月
28
日
○火

▼
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

■日

11
月
29
日
○水　

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円　

■場
・
■申

同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

産
業
技
術
短
期
大
学
校
庄
内
校
社
会
人
向
け
講
座　

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
入
門（
全
６
回
）

■日
11
月
28
日
○火
、
12
月
１
日
○金
・
５
日
○火
・

８
日
○金
・
12
日
○火
・
15
日
○金
午
後
６
時
30
分

■定
５
人　

■費
１
万
５
、
０
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
）　

■場
・
■申
11
月
14
日
○火
ま
で
同

校
☎
０
２
３
４
‐
31
‐
２
３
０
０
へ

中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　

女
性
セ
ン
タ
ー
短
期
講
座

▼
男
性
料
理
教
室　

週
末
に
は
「
和
食
」
に

挑
戦　

■日
12
月
12
日
○火
午
前
10
時
〜
午
後
１

時　

■対
男
性
先
着
16
人　

■師
阿
部
幸
雄
氏

（
庄
内
浜
文
化
伝
道
師
）　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
地
域
発
！
季
節
の
味
だ
よ
り　

■日
12
月
15

日
○金
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定
先
着
20
人　

■師
鶴
岡
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
鶴
岡
地

域
会
員　

■費
１
、
２
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
11
月
７
日
○火

〜
27
日
○月
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０

へ
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ア
グ
リ
21
農
業
簿
記
パ
ソ
コ
ン
講
座 

青
申
65
万
円
控
除
講
習
会（
全
３
回
）

■日
12
月
12
日
○火
・
15
日
○金
・
19
日
○火
午
後
７

時　

■定
５
人　

■費
６
、
０
０
０
円　

■場
・
■申

12
月
５
日
○火
ま
で
Ｊ
Ａ
鶴
岡
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
内
農
業
支
援
室
☎
29
‐
０
４
５
５
へ

ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
に
！　

２
ｗ
ａ
ｙ
リ
ー
ス
づ
く
り

■日
12
月
12
日
○火
午
後

７
時　

■対
高
校
生
以

上
の
方
先
着
16
人

■内
ク
リ
ス
マ
ス
と
正

月
に
も
使
え
る
リ
ー

ス
制
作　

■師
齋
藤
智

子
氏
（
花
の
ア
ト
リ

エ 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
コ
ス
モ
ス
主
宰
）　

■費
３
、

０
０
０
円　

■場
・
■申
11
月
４
日
○土
〜
12
月
５

日
○火
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０

２
６
０
へ

「
食
の
都
庄
内
」親
善
大
使 

太
田
政
宏
シ
ェ
フ
に
学
ぶ 

地
産
地
消
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室

■日
12
月
13
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分　

■場
四
季
の
里
「
楽
々
」　

■定
12
人　

■内
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
、
野
菜
と
海
の
幸
の
オ
ー
ド
ブ

ル
、
米
粉
の
ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
・
ノ
エ
ル　

■費

１
、
５
０
０
円　

■申
11
月
30
日
○木
ま
で
藤
島

庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64
‐
５
８
６
０
へ

甲
種
・
乙
種 

消
防
設
備
士
試
験

■日
来
年
１
月
13
日
○土　

■場
酒
田
産
業
会
館

■申
電
子
申
請
…
11
月
24
日
○金
午
前
９
時
〜
12

月
３
日
○日
午
後
５
時　

書
面
申
請
…
11
月
27

日
○月
〜
12
月
６
日
○水　

■問
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

０
７
６
１　

■他
HP
。
願
書
は
消
防
本
部
、
消

防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

婚
活

婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

〝
女
性
限
定
〞
結
婚
相
談
会

　

市
が
認
定
し
た
仲
人
「
つ
る
お
か
婚
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」
が
結
婚
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
11
月
25
日
○土
午
後
６
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
女
性
先

着
20
人
（
親
子
や
友
達
同
士
の
参
加
も
可
）　

■申
11
月
17
日
○金
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内

「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務
局
☎

内
線
５
８
７
へ

募
集

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　
　
　
　

貸
館
の
受
付

▼
先
行
受
付
（
利
用
調
整
会
議
へ
の
参
加
必

須
）　

■日
▽
来
年
６
月
練
習
利
用
・
12
月
大

ホ
ー
ル
本
番
利
用
分
…
11
月
15
日
○水　

▽
来

年
７
月
練
習
利
用
・
平
成
31
年
１
月
大
ホ
ー

ル
本
番
利
用
分
…
12
月
15
日
○金　

■時
午
後
６

時　

■場
同
館　

■対
市
内
団
体
が
行
う
芸
術
文

化
事
業
等

▼
通
常
受
付
（
先
着
順
）　

■日
▽
来
年
６
月

練
習
利
用
・
12
月
大

ホ
ー
ル
本
番
利
用
分

…
12
月
１
日
○金
か
ら

▽
来
年
７
月
練
習
利

用
・
平
成
31
年
１
月

大
ホ
ー
ル
本
番
利
用

分
…
来
年
１
月
４
日

○木
か
ら

▼
共
通　

■問
同
館
☎

24
‐
５
１
８
８　

相
談

夜
間
「
創
業
相
談
会
」

■日
11
月
７
日
○火
・
21
日
○火
、
12
月
５
日
○火
午

後
６
時
〜
９
時　

■対
創
業
を
考
え
て
い
る
方

ま
た
は
創
業
間
も
な
い
方
18
人　

■場
・
■申
庄

内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０

■他
HP空

き
家
相
談
会

　

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り

の
方
は
相
談
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■日
11
月
11
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午　

■場
勤
労

者
会
館　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６

４
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・

バ
ン
ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

女
性
の
な
ん
で
も
相
談
所

　

家
族
、
職
場
、
相
続
問
題
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
等
、
そ
の
他
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■日
11
月
13
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

・
■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１

０
０
３　大

切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
へ

「
相
談
会
」
と
「
つ
ど
い
」

　

１
人
で
悩
ま
な
い
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
会　

■日
11
月
14
日
○火
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

■内
精
神
科
医
師
に
よ
る
個
別

相
談

▼
つ
ど
い
（
ゆ
り
の
会
）　

■日
11
月
29
日
○水
、

来
年
１
月
19
日
○金
、
３
月
７
日
○水
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

■内
分
か
ち
合
い
、
ミ
ニ

講
話
等

▼
共
通　

■場
・
■申
庄
内
保
健
所
地
域
保
健
福

祉
課
☎
66
‐
４
９
３
１

債
務
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
11
月
18
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方　

■場
・
■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店

☎
22
‐
３
１
４
７

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

　

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
11
月
24
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■場
・
■申
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支

店
☎
22
‐
３
１
４
７
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司
法
書
士
会
無
料
法
律
相
談
会

　

遺
産
相
続
、
成
年
後
見
、
多
重
債
務
等
に

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■日
11
月
24
日
○金
午
後
６
時
〜
８
時　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■問
同
会
加
藤
吉
晴
事
務
所
☎
23
‐

２
６
７
４

就
労
相
談

　

社
会
保
険
労
務
士
、
看
護
師
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
12
月
２
日
○土
午
後
１
時
30
分
〜
４
時　

■場

荘
内
病
院　

■対
就
労
世
代
の
が
ん
患
者
と
そ

の
家
族　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す 

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

夫
婦
・
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、
老
人
・
子

供
の
虐
待
、
相
続
、
い
じ
め
、
体
罰
、
近
所

ト
ラ
ブ
ル
、
騒
音
・
悪
臭
等
の
公
害
、
土
地

の
境
界
問
題
等
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員

ま
た
は
法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
羽
黒
地
域　

■日
12
月
４
日
○月
午
後
１
時
〜

４
時　

■場
羽
黒
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■問
羽

黒
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
１
６

▼
藤
島
地
域　

■日
12
月
５
日
○火
午
後
１
時
〜

４
時　

■場
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

■問
藤
島
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
３
２

▼
櫛
引
地
域　

■日
12
月
５
日
○火
午
後
１
時
〜

４
時　

■場
櫛
引
公
民
館　

■問
櫛
引
庁
舎
市
民

福
祉
課
☎
内
線
２
３
８

▼
温
海
地
域　

■日
12
月
５
日
○火
午
後
１
時
〜

４
時　

■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■問
温

海
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
２
２
２

▼
朝
日
地
域　

■日
12
月
６
日
○水
午
後
１
時
〜

４
時　

■場
朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー　

■問
朝
日
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
３
２

０▼
鶴
岡
地
域　

■日
12
月
８
日
○金
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

■場
・
■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡

支
局
☎
22
‐
１
０
０
３

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

　

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
12
月
４
日
○月
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
市
役

所
本
所　

■定
先
着
３
人　

■申
本
所
市
民
課
☎

内
線
１
５
８

家
庭
教
育
電
話
相
談 

ふ
れ
あ
い
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　

子
育
て
の
悩
み
を
１
人
で
抱
え
ず
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
子
供
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
15

分　

■
相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

２
８
７
６　

■問
山
形
県
生
涯
学
習
振
興
室
☎

０
２
３
‐
６
３
０
‐
３
３
４
４

知
財
総
合
支
援
窓
口

　

特
許
や
商
標
等
に
関
す
る
悩
み
や
課
題
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
知
財
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
知
財
総
合
支
援
窓
口　

■日
月
曜
日
〜
金
曜

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

■
相

談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
４
７
‐
８
１
３
０

ま
た
は
☎
０
５
７
０
‐
０
８
２
１
０
０
へ

▼
外
部
支
援
窓
口　

■日
11
月
14
日
○火
、
12
月

12
日
○火
、
来
年
１
月
10
日
○水
、
２
月
14
日
○水
、

３
月
13
日
○火
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■場
・
■申
鶴
岡
商
工
会
議
所
☎
24
‐
７
７
１
１

精
神
保
健
福
祉
相
談

 

「
な
ん
と
な
く
元
気
が
な
い
」「
精
神
的
に

不
安
定
」「
お
酒
に
よ
る
悩
み
が
あ
る
」
な

ど
で
お
困
り
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
偶
数
月
第
２
火
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
、
奇
数
月
第
２
水
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午　

■場
・
■申
庄
内
保
健
所
地
域
保
健
福
祉

課
☎
66
‐
４
９
３
１

ひ
き
こ
も
り
相
談

　

本
人
の
状
況
と
家
族
の
関
わ
り
、
不
安
・

焦
り
な
ど
を
聞
き
、
対
応
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
ま
す
。

■日
毎
月
第
４
火
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分　

■場
・
■申
庄
内
保
健
所
地
域
保
健
福
祉

課
☎
66
‐
４
９
３
１

そ
の
他

お
い
し
い
庄
内
空
港 

冬
の
家
族
旅
行
応
援 

運
賃
助
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
助
成
内
容　

庄
内
管
内
の
同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
協
力
旅
行
会
社
で
取
り
扱
う
庄
内
空
港
発

関
東
行
き
の
パ
ッ
ク
プ
ラ
ン
商
品
（
航
空
券

＋
宿
泊
）
を
同
一
行
程
で
２
人
以
上
で
利
用

す
る
場
合
、
１
人
に
つ
き
５
、
０
０
０
円
助

成
（
ネ
ッ
ト
予
約
、
ビ
ジ
ネ
ス
出
張
除
く
）　

■
助
成
対
象　

来
年
３
月
13
日
○火
（
搭
乗
期

間
…
12
月
１
日
○金
〜
来
年
３
月
22
日
○木
〈
年

末
年
始
除
く
〉）
ま
で
に
同
旅
行
会
社
で
予

約
し
た
方
先
着
３
０
０
人　

■
助
成
金
受
け

取
り　

申
込
代
表
者
名
義
の
指
定
口
座
に
振

り
込
み　

■申
予
約
時
に
同
旅
行
会
社
へ　

■問

庄
内
空
港
利
用
振
興
協
議
会
事
務
局
☎
66
‐

５
４
４
２　

■他
HP

鶴
岡
税
務
署
の
お
知
ら
せ

▼
平
成
29
年
分
年
末
調
整
等
説
明
会
を
開
催

し
ま
す　

■日
11
月
15
日
○水
・
16
日
○木
午
前
10

時
、
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内
国
際
村　

■対

給
与
事
務
担
当
者
等　

■内
給
与
支
払
報
告
書

の
記
載
方
法
（
12
月
開
催
の
個
人
事
業
者
青

色
決
算
説
明
会
で
も
説
明
）

▼
お
忘
れ
な
く
！
所
得
税
予
定
納
税
（
第
２

期
分
）
の
納
期
限
は
11
月
30
日
○木
で
す　

税

務
署
か
ら
予
定
納
税
額
の
通
知
書
が
送
ら
れ

て
い
る
方
は
、
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
残
高
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
が
便
利

で
す　

パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
納
税
証
明
書
の
請

求
を
し
た
場
合
、
書
面
で
の
請
求
と
比
べ
、

短
時
間
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
手
数
料

も
安
く
な
り
ま
す
。
税
務
署
で
は
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
触

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
け
が
や
衰
弱
し
た
野

生
鳥
獣
は
、
弱
っ
て
い
て
も
自
然
に
回
復
す

る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

重
症
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
本
所
農
山
漁

村
振
興
課
☎
内
線
５
９
７
、
各
地
域
庁
舎
産

業
建
設
課
ま
た
は
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
等
採
用
試
験

■
募
集
種
目　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
（
一
般
採
用
）　

■
試
験
日　

来
年
１

月
20
日
○土　

■
試
験
会
場　

鶴
岡
合
同
庁
舎　

■
受
付
期
間　

11
月
１
日
○水
〜
来
年
１
月
９

日
○火　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡

出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

こ
の
地
図
に
基
づ
き
復
元
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

地
図
作
成
作
業
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■日
平
成
31
年
３
月
ま
で　

■問
同
局
登
記
部
門

☎
０
２
３
‐
６
２
５
‐
１
３
５
８

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問 

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
実
施
地
区　

市
内
淀
川
町
１
番
〜
７
番
、

13
・
14
番　

■
調
査
期
間　

準
備
調
査
…
11

月　

本
調
査
…
来
年
１
月
か
ら
１
年
間　

■問

山
形
県
統
計
企
画
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

２
１
７
８　

け
が
を
し
た
野
生
の
鳥
獣
な

ど
を
見
付
け
た
ら

　

野
生
の
鳥
獣
は
、
様
々
な
病
原
菌
を
持
っ

や
レ
ジ
ャ
ー
に
役
立
つ
便
利
な
情
報
が
掲
載

さ
れ
た
手
帳
（
色
は
ブ
ラ
ッ
ク
と
パ
ー
ル
ホ

ワ
イ
ト
〈
数
量
限
定
〉
の
２
種
類
）　

■費
６

０
０
円　

■
取
扱
い　

市
役
所
本
所
地
下
売

店
、
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
書
店
等　

■問
山
形
県
統
計

協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
３
‐
３
１
３
１　

法
務
局
の
地
図
作
成
作
業
の

お
知
ら
せ

　

山
形
地
方
法
務
局
で
は
市
内
山
王
町
・
宝

町
・
泉
町
に
お
い
て
「
登
記
所
備
付
地
図
」

を
作
成
し
ま
す
。
こ
の
地
図
は
、
国
家
基
準

点
に
基
づ
い
た
測
量
に
よ
っ
て
作
成
す
る
も

の
で
、
土
地
の
位
置
や
形
状
を
正
確
に
特
定

で
き
、
筆
界
（
境
界
）
に
関
す
る
争
い
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
災
害

等
で
境
界
の
位
置
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
も
、

▼
税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
相
談
は
「
予
約

制
」
で
す　

相
談
を
希
望
の
方
は
電
話
等
で

予
約
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
共
通　

■問
同
署
☎
22
‐
１
４
０
１

鶴
岡
市
あ
さ
ひ
エ
リ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
２
０
１
８
年
版  

予
約
受
付
中

■内「
日
本
遺
産
を
育
ん
だ
人
と
自
然
『
ゆ
ど

の
み
ち
』」
を
テ
ー
マ
に
朝
日
地
域
に
存
在

す
る
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
の
古
き
良
き

風
景
を
紹
介
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
（
８
ペ
ー
ジ

構
成
。
数
量
限
定
）　

■費
８
２
０
円
（
別
途

送
料
）　

■申
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐

３
４
１
１

２
０
１
８
年
版
や
ま
が
た
県

民
手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

■内
山
形
県
の
概
要
や
統
計
資
料
、
生
活
資
料

　

町民音楽会　　　　　　　
～ふれあいコンサート～

■日11月12日○日午後１時
■場いろり火の里なの花ホール
■内三川中学校吹奏楽部の演奏、町内各小学校の
　合唱・合奏、各種団体の演奏・コーラス等
■問三川町公民館☎66‐4403

鳥海山おもしろ自然塾「金俣
の新そばで、そば打ち体験」

■日11月19日○日午前10時～午後１時
■定先着10人
■内２人１組でそば打ち体験、ゆで立てのそばの
　試食
■費1,500円
■持エプロン、タオル、持ち帰り容器
■場・■申11月14日○火まで四季の森しらい自然館
　内「鳥海山おもしろ自然塾推進協議会」事務
　局☎0234‐72‐2069へ

スワンスケートリンクが　
オープンします

■日11月25日○土～来年３月25日○日（１月１日○月
　は休館）　
■時月曜・水曜・金曜日…正午～午後９時　火曜・
　木曜日…正午～午後７時　土曜・日曜日、祝
　日、年末年始…午前10時～午後６時　
■費大人520円、高校生320円、小・中学生210
　円（土曜・日曜日は無料）　
■持スケート靴（貸靴〈320円〉あり）、手袋　
■問酒田市スポーツ振興課☎0234‐43‐6658
　またはスワンスケートリンク☎0234‐23‐
　3437へ
■他11月25日○土・26日○日、来年３月24日○土・25
　日○日は無料開放（貸靴は有料）

あなたが選ぶ日本一おいしい米
コンテスト決勝大会 in庄内町

■日12月２日○土午前10時～午後３時
■場ＪＡ庄内たがわ新余目支所
■内コンテスト決勝に進出した米や郷土料理の試
　食等
■問庄内町農林課内「同コンテスト実行委員会」
　事務局☎0234‐42‐0169

●三川町

●遊佐町

●酒田市

●庄内町
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
用
ガ

ス
ボ
ン
ベ
の
捨
て
方
は

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
カ
セ
ッ
ト
こ

ん
ろ
で
、
鍋
料
理
を
よ
く
作
り
ま
す
。

使
い
終
わ
っ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
ど

の
よ
う
に
処
分
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

中
身
を
出
し
切
っ
て
か

ら
青
色
の
ご
み
袋
へ

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
を

中
身
が
残
っ
た
ま
ま
ご
み
に
出
す
と
、

火
災
や
破
損
事
故
の
原
因
と
な
り
大
変

危
険
で
す
。
本
市
で
も
、
ご
み
収
集
車

や
処
理
施
設
で
、
年
間
約
20
件
の
火
災

等
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
等
の
発
生
は
、
収
集
作
業
に
支

障
が
出
る
だ
け
で
は
な
く
、
作
業
員
や

周
辺
の
住
民
に
被

害
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
も
あ
り
ま
す
。

適
切
な
処
理
を
し

て
か
ら
ご
み
に
出

し
、
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

QＡ

ごみ収集車での火災

 

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

目標は「子どもたちに創造的で豊かな放課後の居場所を提供する」こと
やまがたこどもアトリエ（鶴岡）

　東北芸術工科大学生のときから、山王ナイトバザー
ル等で子供向けのものづくりイベントに携わってきた
結城ななせさん（写真右側）と吉田祐子さん（写真左
側）。同大大学院卒業をきっかけに市内に移住し、平
成23年に「やまがたこどもアトリエ」の活動を始め
ました。結城さんに活動の内容やこれからについて聞
いてみました。

　私たちは10年以上前にイベントを通して鶴岡の
子供たちと接点を持つことができました。何年間も、
毎月のように鶴岡に通うなかで、そのたびに会いに
来てくれる子もいて、成長していく姿に触れること
ができました。子供たちが好きなこと、熱中してい
る分野で思いっきり自分を表現できる機会を継続的
に設けていきたいという思いで活動しています。
　主な活動内容は、休日に開催している自然体験・
造形体験ワークショップと職業体験プラグラムで
す。平日には、市内福祉施設等で障害がある子供た
ちや未就学児を対象としたイベントも開催してい
ます。自然体験では、春と秋の「森のお仕事体験」、

夏の「親子山伏修行体験」が目玉事業です。造形体
験では「思いっきり絵の具あそび」が定番のプログ
ラムです。また、魔女の や魔法の など空想の世
界の道具を身近にある素材を活用して創るイベント
も企画しています。　　
　このような取り組みを通して感じることは、子供
たちの無限の創造力です。私たちの想定を超えるよ
うな体験が何度もあって、それが活動を続けていく
いい刺激にもなりました。また子供たちは生き物に
触れると目を輝かせます。いずれは子供たちが多様
な生き物と触れ合ったり、自然遊びやものづくりが
できたりするような場を創りたいと思います。
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■
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①
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品
を
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っ
て
空
に
な
っ
た
か
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認

し
ま
す
。
中
身
が
残
っ
て
い
る
と
、
シ

ャ
カ
シ
ャ
カ
と
い
っ
た
音
が
し
ま
す
。

②
中
身
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
噴
射

音
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聞
こ
え
な
く
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る
ま
で
出
し
切
り

ま
す
。
製
品
に
よ
っ
て
は
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ス
抜
き
用

の
キ
ャ
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が
装
着
さ
れ
て
い
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す
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注
意
書
き
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ど
で
確
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だ
さ
い
。

※
屋
外
等
の
風
通
し
が
よ
く
、
火
の
気

の
な
い
場
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
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指
定
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そ
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す
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ャ
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プ
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別
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ご
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れ
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さ
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■
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み
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ー
シ
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ー
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▽
決
め
ら
れ
た
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に
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し
ま
し
ょ
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▽
自
分
の
町
内
会
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決
め
ら
れ
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所
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定
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記
名
欄
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使
用
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ど
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町
内
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等
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ー
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確
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て
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だ

さ
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▽
び
ん
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
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ル
、
容
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類
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、
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す
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し
ま
し
ょ
う

▽
会
社
や
商
店
な
ど
の
事
業
系
ご
み
、

産
業
廃
棄
物
は
出
せ
ま
せ
ん

　

ご
み
分
別
の
詳
細
つ
い
て
は
、
8
月

に
各
家
庭
へ
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
配
付
し
ま
し
た
。

分
か
ら
な
い
こ
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等
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あ
れ
ば
お
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に
廃
棄
物
対
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課
☎
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‐
２
８
４
８
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
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課
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休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　11/4 ～ 12/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
11．10○金    ９：00 ～10：30 髙島産業㈱庄内工場

 〃 12：30 ～ 15：30 山形日産自動車販売㈱
11○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
 〃 13：30 ～16：00 　　　　〃
21○火    ９：00 ～ 11：30 消防本部
22○水 13：30 ～ 15：30 ㈱高砂製作所
24○金    ９：30 ～ 11：30 にこ♥ふる
〃 13：00 ～ 15：30 　  〃
29○水 ９：30 ～ 11：30 市役所藤島庁舎
〃 13：30 ～ 15：30 ＪＡ庄内たがわ本所

今月の各種相談窓口開設日　11/4 ～ 12/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 14日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線215 24日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 21日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

朝日庁舎総務企画課☎内線309 21日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 30日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 16日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 11日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成29年９月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：128,827人
　　 （男：61,532人、女：67,295人）
　世帯数：48,749世帯

→
メ
ー
ル
は

　
こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
こ
ち
ら
か
ら

　荘銀タクト鶴岡では、来年３月18日のこけら落
とし公演を皮切りに、約１年間にわたって開館記念
事業を実施します。クラシック音楽、ミュージカル、
伝統芸能など多彩なジャンルの公演を行い、新しい
文化会館の門出を祝うとともに、市民の皆様が優れ
た芸術文化に触れる機会をつくっていきます。今後
も様々な公演を予定していますので、ぜひお越しく
ださい。

開館記念事業　ラインナップ
（平成30年～）

３月18日（日）NHK交響楽団公演
４月10日（火）宝塚歌劇雪組全国ツアー公演
５月 ６ 日（日）劇団四季公演
７月16日（月）松竹大歌舞伎公演
８月25日（土）海上自衛隊東京音楽隊公演

開館記念事業第１弾！ 

NHK交響楽団  こけら落とし公演
平成30年３月18日（日）

開演：午後３時　会場：荘銀タクト鶴岡大ホール

曲目：モーツァルト『ピアノ協奏曲 第20番 ニ短調 K.466』
　　　　 ブラームス       『交響曲 第１番 ハ短調 作品68』

チケット料金（全席指定・税込）
≪一般≫Ｓ席7,000円・Ａ席6,000円
≪学生≫Ａ席3,000円（要学生証／25歳以下）
　※当日券は各500円増し。
　※ 未就学児は入場不可。託児サービスをご利
用の方は、チケット購入時にお申込みくだ
さい（先着順）。　　

　※ 車椅子でご来場の方は、チケット購入前に
必ずご連絡ください。

チケット販売方法
≪市民先行販売≫
　●販売期間　11月12日（日）～17日（金）
　●販売場所及び方法　 荘銀タクト鶴岡にて先着順
　●受付時間　 午前10時～午後７時
　●購入可能枚数　 １人２枚まで購入可能
　　※ 鶴岡市民であることを確認できるもの（マイナンバーカード、

運転免許証等）をご提示ください。
　　※学生券は本人の購入に限ります。保護者等の代理購入不可。
　　※販売枚数には限りがありますので、ご了承ください。

≪一般販売≫
　●販売開始日時　 12月 1日（金）午前10時
　●プレイガイド　 荘銀タクト鶴岡（平日午前９時～午後７時）
　　　　　　　　　 八文字屋エビスヤ店（午前10時～午後10時）
　
　　　　　　　　　　　　お問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

指揮　尾高 忠明 ピアノ　仲道 郁代

NHK交響楽団

指揮に尾高忠明、ピアノには仲道郁代を迎え、モーツァルトやブラームスの珠玉の名曲を
お送りします。本公演では、一般販売に先駆けて鶴岡市民限定の先行販売を行います。

開館記念事業

○C Kiyotaka Saito○C Martin Richardson


